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Signatory: The Chair
国連総会は（The General Assembly）,
Brazil大使がNAC側DRをほとんどすべて作成したことに感謝の意を表し、

France大使の鋭い突っ込みと、いかにもフランス大使らしい本格的なスピーチに、一部の旧メンが驚いていたこと、またその素質には目を見張るものがあることを確認し、

Brazil大使とFrance大使との3rd meetingにおける白熱した議論に、一部の他大使の間にある種の恐怖感が共有されたことに留意し、

Germany大使が当初心配されていた会議難民化にはならず、むしろ各国間の調停役としてその本来の任務を誠実に果たしていたこと、また唯一期限内にPPを提出したことを賞賛し、
しかし数回程度爆弾発言が認められたことを憂慮し、

India大使が白熱した深夜コーカスの側でまったりとお休みになられていたことが各大使の疲れを象徴し、同時に深夜コーカスの現実を堂々と示していただいたことを確認し、

Indiaがアイスに対する過剰な設備投資のない大学生らしい生活をするよう、またバランス良く経済学を学ぶよう要請し、

US大使がその経験を生かして建設的な議論の展開をしてくれたことに感謝し、

同時にジーパンとサングラスという、まさにアメリカ・エージェンシィー民族衣装で会議に臨んだことを歓迎し、

1. 会議お疲れさまでした。

2. 次回のパレスチナ会議でもみなさんの元気な姿を見ることができるよう期待する。

3. これからの会議においては、万に一つディレクがデリを兼任するときには無難な国を選択的に決定するよう、以後のディレクに要請する。

4. 模擬国に置けるリサーチはPPと関係する決議の確認だけで必要十分であることを宣言する。

5. 各大使がテスト勉強に励み、期末テストで奮闘するよう要請する。

6. 2007年札幌模擬国連前期会議のBest DelegateはFrance明瀬大使であると決定する。







